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このたび、立命館大学理工学部の岡田志麻教授の人のこころを可視化する研究「心の距離メー

ター」に関する紹介動画を公開しました。 

 

「心の距離メーター」とは、オンライン会議上などで相手のリアクションに現れる、自律神経系の働

きなどの生体データ、実際の行動・発言などのテキストデータを測定し、心の距離を点数化する技

術です。本研究は、生体工学をはじめ、情報理工学、生命科学、スポーツ健康科学領域の教員と

もチームを組み、取り組んでいます。本取り組みは、2050 年の未来を見据えた内閣府の大型研究

プロジェクト「ムーンショット型研究開発制度」の目標のテーマ設定に反映され、その期待が高まっ

ています。 

 

今回の動画では、岡田教授の 2050 年の社会を見据えた研究構想や「人のこころを可視化する」

研究の内容、普段の研究の様子や共同で研究する本学の教員らのコメント、研究技術を活用した

キャンパス内での取り組みなどを紹介しています。 

 

「こころを視る、想い、つなぐ。岡田志麻教授（理工学部）の研究」 

URL：https://youtu.be/pnYYyH5FI84  

動画：14 分 23 秒 

内容（抜粋）： 

・岡田教授が生体工学を研究する理由 

・人のこころを可視化することについて 

・こころの可視化の実際 

 

 

【立命館大学理工学部 岡田 志麻（おかだ しま）教授】 

2000 年立命館大学理工学部卒業、2002 年同大学大学院理工学研究科博士課程前期課程修

了、2009 年に大阪大学大学院医学系研究科の後期博士課程を修了。博士（保健）。三洋電機株

式会社研究員、日本学術振興会特別研究員 (DC2）、近畿大学理工学部講師、立命館大学理工

学部ロボティクス学科准教授を経て、2022 年より同教授。専門は生体医工学、特に生体信号セン

シングのシステム開発に力を入れている。 

 

本リリースの配布先： 京都大学記者クラブ、草津市政記者クラブ、文部科学記者会 
 

●取材・内容についてのお問い合わせ先 

立命館大学広報課 担当：名和 

TEL.075-813-8300 Email. r-koho@st.ritsumei.ac.jp  

心（こころ）伝達技術で目指す、2050 年のウルトラダイバーシティ社会 

「心の距離メーター」で人のこころを可視化する 

理工学部・岡田志麻教授の研究紹介動画を公開 

 


